
　社会資本総合整備計画 事後評価書             令和06年10月09日

計画の名称 備後圏域連携中枢都市圏における広域的な産業物流活性化計画

計画の期間   平成２９年度 ～   令和０３年度 (5年間) 重点配分対象の該当

交付対象 岡山県

計画の目標 備後圏域連携中枢都市圏は、中国地方全体の経済成長を牽引し、住民が安心して豊かな暮らしを営むことを目的に、平成27年に連携協定を締結し、福山市を連携中枢都市とした６市２町から形成される都市圏である。本都市圏は、広島空港のほか

重点港湾の福山港や重要港湾の尾道糸崎港等の国際物流拠点を有し、圏域の大部分が備後地区工業特別整備地域にも指定されていたことから、鉄鋼や造船など重工業、繊維業や木工業が成長し、瀬戸内海地域における中核的な工業拠点として発展し

てきた。それに伴い、農業・工業技術系の試験研究機関を始め、大学研究機関など、幅広い分野における産業支援拠点が確立された。加えて、平成26年度の中国横断自動車道尾道松江線の全線開通により、山陽自動車道や西瀬戸自動車道とつなが

る高速道路ネットワークが形成されたことや、更に高速道路網を補完する地域高規格道路の整備が、現在、国において進められており、国道２号玉島・笠岡道路及び笠岡バイパスが完成すれば、笠岡東IC（仮称）や笠岡西IC（仮称）の利用によ

り、この地域の経済を牽引する産業拠点へのアクセスが大幅に改善されることから、圏域の経済活動は今後も更なる発展が期待される。これら圏域の強みを活かしながら、年間粗鋼生産量が全国第１位を誇る鉄鋼業や欧米市場から高い評価を受けて

いる繊維事業等、世界有数の工業製品に関する広域的な事業活動を支援するために、広域的な物流結節点と産業集積地及び産業集積地相互のアクセス性を高め物流の効率化に資する基盤整備を推進することで、産業活動の競争力を向上させる。

全体事業費（百万円） 合計（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）               1,620  Ａ               1,620  Ｂ                   0  Ｃ                   0  Ｄ                   0 効果促進事業費の割合Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）         0 ％

番号

計画の成果目標（定量的指標）

定量的指標の定義及び算定式

定量的指標の現況値及び目標値

当初現況値 中間目標値 最終目標値

H25 H31末 H33末

   1 【広島県・岡山県　共通目標】備後圏域連携中枢都市圏における製造品出荷額を32,600億円以上とする。

【広島県・岡山県　共通目標】製造品出荷額等 32600億円 32600億円 32600億円

計画最終年次の備後圏域連携中枢都市圏における製造品出荷額を現状維持以上とする。（工業統計調査ベース）

   2 【岡山県】備後圏域連携中枢都市圏（岡山県内）における製造業従事者数を10,658人以上とする。

【岡山県】製造業従事者数 10658人 10658人 10658人

計画最終年次の備後圏域連携中枢都市圏（岡山県内）における製造業従事者数を現状以上とする。（工業統計調査ベース）

備考等 個別施設計画を含む － 国土強靱化を含む － 定住自立圏を含む － 連携中枢都市圏を含む 〇 流域水循環計画を含む － 地域再生計画を含む － 避難確保計画の策定 避難行動要支援者名簿の提供

その他事項については、備考-1に記載。

1 案件番号： 0000609221



A 基幹事業

基幹事業（大） 番号

事業 地域 交付 直接
事業者 種別１ 種別２

要素となる事業名 事業内容 市区町村名／ 事業実施期間（年度） 全体事業費 費用 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 （事業箇所） （延長・面積等） 港湾・地区名 H29 H30 H31 R02 R03 （百万円） 便益比 策定状況

一体的に実施することにより期待される効果

備考

広域連携事業

A11-001

道路 一般 岡山県 直接 岡山県 都道府

県道

改築 （一）山口押撫線（篠坂

工区）

現道拡幅　L=1,890m 笠岡市  ■  ■  ■  ■  ■         560 －

A11-002

道路 一般 岡山県 直接 岡山県 都道府

県道

改築 （一）山口押撫線（入田

工区）

現道拡幅　L=220m 笠岡市  ■  ■  ■  ■  ■         120 －

A11-003

道路 一般 岡山県 直接 岡山県 都道府

県道

改築 （一）園井里庄線 バイパス　L=1,000m 笠岡市  ■  ■  ■  ■  ■         650 －

A11-004

道路 一般 岡山県 直接 岡山県 都道府

県道

改築 （一）大島中新庄線（1工

区）

バイパス　L=250m 笠岡市  ■  ■  ■          80 －

A11-005

道路 一般 岡山県 直接 岡山県 都道府

県道

改築 （一）大島中新庄線（2工

区）

バイパス　L=400m 笠岡市  ■  ■          80 －

A11-006

道路 一般 岡山県 直接 岡山県 都道府

県道

改築 （一）大島中新庄線（3工

区）

現道拡幅　L=290m 笠岡市  ■  ■  ■          40 －

1 案件番号：  0000609221



A 基幹事業

基幹事業（大） 番号

事業 地域 交付 直接
事業者 種別１ 種別２

要素となる事業名 事業内容 市区町村名／ 事業実施期間（年度） 全体事業費 費用 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 （事業箇所） （延長・面積等） 港湾・地区名 H29 H30 H31 R02 R03 （百万円） 便益比 策定状況

一体的に実施することにより期待される効果

備考

広域連携事業

A11-007

道路 一般 岡山県 直接 岡山県 都道府

県道

改築 （一）芳井油木線 現道拡幅　L=130m 井原市  ■  ■          90 －

A11-008

道路 一般 岡山県 直接 岡山県 都道府

県道

改築 （一）笠岡美星線（A工区

）

現道拡幅　L=280m 井原市  ■  ■           0 －

A11-009

道路 一般 岡山県 直接 岡山県 都道府

県道

改築 （一）笠岡美星線（B工区

）

現道拡幅　L=520m 井原市  ■  ■           0 －

 小計       1,620

合計       1,620

2 案件番号：  0000609221



事　後　評　価

○事後評価の実施体制、実施時期
事後評価の実施時期

公表の方法

○事業効果の発現状況

定量的指標に関連する
交付対象事業の効果の発現状況

定量的指標以外の交付対象事業の
効果の発現状況（必要に応じて記述）

○特記事項（今後の方針等）

整備計画構成自治体・団体
（広島県、岡山県）
岡山県土木部道路建設課で最終評価を実施

事後評価の実施体制

0000609221案件番号：

令和６年１０月

岡山県ホームページ

　A11-001、002、006、007、008及び009の道路整備により、物流結節点と産業集積地の物流効率化が図られ、備後圏域連携中枢都市圏における広島県及び岡山
県の製造出荷額（H25）32,600億円から（R5）37,853億円へ5,253億円増加するとともに、同圏における岡山県の製造業従事者数（H25）10,658人から（R5）10,
990人へ332人増加するなど、産業活動の競争力の向上が図られたと考えられる。
【本事業完成で発現される効果】
・A11-001　（一）山口押撫線　篠坂工区の現道拡幅により、笠岡内陸工業団地から福山港への走行性が向上し、円滑な道路交通が確保できたと考えられる。
・A11-002　（一）山口押撫線　入田工区の現道拡幅により、笠岡内陸工業団地から福山港への走行性が向上し、円滑な道路交通が確保できたと考えられる。
・A11-006　（一）大島中新庄線　３工区の現道拡幅により、青佐工業地域から茂平工業団地群への走行性が向上し、円滑な道路交通が確保できたと考えられ
る。　
・A11-007　（一）芳井油木線　現道拡幅により、芳井鉱業所から福山港への走行性が向上し、円滑な道路交通が確保できたと考えられる。　
・A11-008　（主）笠岡美星線　A工区の現道拡幅により、賀陽ICから福山港への走行性が向上し、円滑な道路交通が確保できたと考えられる。
・A11-009　（主）笠岡美星線　B工区の現道拡幅により、賀陽ICから福山港への走行性が向上し、円滑な道路交通が確保できたと考えられる。

　道路整備の実施により、すれ違い困難な箇所等が解消されたことで、安全性及び走行性が確保され、物流効率化に寄与した。

　未完成の事業については、本計画完了後も引き続き、社会資本整備総合交付金等を活用し、計画的に事業を推進する。
未完成事業）　A11-003、004、005



○目標値の達成状況

番号
指標（略称）
目標値／実績値 目標値と実績値に差が出た要因

 1

備後圏域連携中枢都市圏における広島県・岡山県の製造出荷額

最　終
目標値

32600億円
本計画の進捗により、備後圏域連携中枢都市圏における広島県・岡山県の製造品出荷額が　（H25）32,600億円から（R5）37,853億円（5,253

億円（16％））へ増加し、最終目標値を達成した。　出典：2023年経済構造実態調査　製造業事業所調査（地域別統計表データ）

最　終
37853億円

実績値

 2

岡山県における製造業従事者数

最　終
目標値

10658人
本計画の進捗により、備後圏域連携中枢都市圏における岡山県の製造業従事者数が　（H25）10,658人から（R5）10,990人（332人（3％））へ

増加し、最終目標値を達成した。　出典：2023年経済構造実態調査　製造業事業所調査（地域別統計表データ）

最　終
10990人

実績値

1 案件番号：0000609221


